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Adobe Touch Appsが Android Marketに登場

【2011年 11月 18日】 
米国カリフォルニア州ロサンゼルス発（2011年 11月 15日）Adobe Systems Incorporated
（Nasdaq： ADBE）（本社：米国カリフォルニア州サンノゼ、以下 アドビ システムズ社）は、

Android Market上で Adobe® Touch Appsの提供を開始したことを発表しました。Adobe 
Touch Appsは、Adobe Creative Suite®ソフトウェアから着想を得て開発された 6種類の直
感的なタッチスクリーン用アプリケーションのファミリーであり、プロフェッショナルレベ
ルのクリエイティビティを多数のタブレットユーザーにもたらします。Adobe Touch Apps
は、指先とスタイラスペンのいずれの操作にも対応するよう設計されており、画像の編集
（Adobe Photoshop® Touch）、イメージボード（Adobe Collage）、クリエイティブ作品のプ
レゼンテーションとプレビュー（Adobe Debut）、スケッチの作成（Adobe Ideas）、カラー
テーマの探索（Adobe Kuler®）、ウェブサイト・モバイルアプリケーションのプロトタイプ
作成（Adobe Proto）など、クリエイティブプロセスのさまざまな分野をカバーします。こ
れらのアプリケーションは 10月にMAX 2011で発表されたもので、Android 3.1以降の OS
を対象に提供を開始しました。Adobe Ideasはすでに iOS版が提供されており、これ以外の
5つのアプリケーションの iOS版については、2012年前半の提供開始を予定しています。 

Adobe Touch Appsは独立したアプリケーションとして提供されるだけでなく、2012年上
半期に開始予定の新たな取り組み、Adobe Creative Cloud ™の基本的要素としても提供され
る予定です。クリエイティビティの世界的なハブとして機能する Adobe Creative Cloudで
は、各メンバーシップのオプションにより、デスクトップアプリケーションとタブレットア
プリケーションを利用し、必要不可欠なクリエイティブサービスを見つけ出し、最高の作品
を共有することなどができます。本日提供開始されたAdobe Creative Cloudのクリエイティ
ブファイル機能により、Adobe Touch Appsで作成したファイルをさまざまなデバイス上で
共有・表示することも、Adobe Creative Suiteソフトウェアに送信してさらに加工すること
も可能であり、これらは Creative Cloudに関するアドビ システムズ社のビジョンを実現す
る大きな要素となっています *。

アドビ システムズ社デジタルメディアビジネスユニット、バイスプレジデント兼ゼネラル
マネージャーであるデイビッド ワドワニ（David Wadhwani）は、「タブレットはこれまで、
コンテンツを消費するためだけの製品として使われてきましたが、Adobe Touch Appsの登
場により、表現や制作の手段へと進化することになります。当社の Touch Appsは、2012
年に完全に出揃う Adobe Creative Cloud製品群の主要な要素となります」と述べています。 

新登場の Adobe Touch Appsは、Photoshop®の名高いクリエイティブ機能や画像編集機能
を初めてタブレット機に対応させた Adobe Photoshop Touchをはじめ、以下のアプリケー
ションで構成されます。 

6つの新しい Tablet Appsが時間と場所を問わない
クリエイティビティを実現
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 ・Adobe Photoshop Touchでは、タブレット向けにカスタム開発されたアプリケーショ
ンを通じ、Photoshopのコア機能を使った画像の編集が可能です。指を使った簡単なジェ
スチャーにより、複数の写真を組み合わせてレイヤー化された画像を作成したり、人気の編
集機能を活用したり、プロ級のエフェクトを適用することができます。タブレット専用機能
の Scribble Selectツールを使い、保持する部分や破棄する部分を大雑把に選択するだけで、
画像中のオブジェクトを簡単に抽出できます。Adobe Photoshopの Re�ne Edgeテクノロ
ジーにより、写真の一部を選択する際にはソフトエッジが選択しづらい要素も容易に取得で
きます。さらに、Facebookおよび Google Searchとの連携により、画像の検索、作品の共
有、コメントの表示などを簡単に行えます。Adobe Creative Cloudを使用すれば、Adobe 
Photoshop内でファイルにアクセスし、開くことができます。  

・Adobe Collageでは、アイデアのイメージ、図、テキスト、Creative Suiteのファイルを
斬新なイメージボードに統合することができ、クリエイティブプロフェッショナルがアイデ
アやコンセプトをとらえ、さらに洗練された作品にすることを支援します。このアプリケー
ションの機能には、画像読み込み、描画のためのカスタマイズ可能な 4タイプのペン、テ
キスト追加、カラーテーマ適用が含まれます。キャンバスのサイズにはほぼ制限がなく、必
要に応じてデザイン資産を加える拡張性を備えています。Adobe Creative Cloudを使用し、
作成したファイルを共有または送信することで Adobe Photoshopからアクセスすることが
できます。

・Adobe Debutにより、クライアントや他の関係者へのプレゼンテーションを事実
上、どこにいても行えるようになります。Adobe Debutでは、Photoshopのレイヤーや
Illustrator®のアートボードなどの Creative Suiteファイルをタブレット対応バージョンとし
てすばやく開き、タブレット上で簡単に美しく表示することができます。フィードバックを
求める場合には、マークアップペンツールを使って作品の上にメモや図を追加できます。 

・Adobe Ideasは、簡単に習得できるベクトルベースの描画ツールです。スタイラスペ
ンか指先を使い、どのズームレベルでもスムーズな描線が表示できます。空白のキャンバ
スから描画を始め、カラーテーマの選択や、個別レイヤーとしてコントロール可能なタブ
レット対応の画像ファイルを追加することが可能です。完成した作品には Illustratorまたは
Photoshopから容易にアクセス可能です。Adobe Ideasは現在、iOS版も提供されています。

・Adobe Kulerを使用することで、カラーテーマの生成を容易に行え、どのようなデザイン
プロジェクトにもインスピレーションをもたらすことができます。クリエイティブコミュニ
ティを通じて多数の Kulerテーマを取得することができ、さまざまな色の組み合わせを試し
たり発見したりすることができます。テーマのレーティングやコメント機能によってコミュ
ニティへのソーシャルな関わりがさらに強化され、完成したテーマはカラースウォッチとし
て Adobe Creative Suiteプロジェクトに書き出せます。

・Adobe Protoでは、ウェブサイトやモバイルアプリケーション向けの双方向ワイヤフレー
ムとプロトタイプをタブレット上で開発できます。タッチベースのインターフェイスを使用
してアイデアをチームやクライアントに伝え、全員で共有することができます。デザイン
コンセプトの表現、ウェブサイト構成の説明、あるいは双方向のデモンストレーションは、
ジェスチャーを使ってすぐに行えます。ワイヤフレームやプロトタイプは業界標準規格の
HTML、CSS、JavaScriptとして書き出すことができ、一般的なブラウザーを通じて直ちに
レビューや承認を行えます。 
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 Adobe Touchアプリケーションについての詳細は、Adobe.com、Adobe TV、Facebook、
Twitterをご覧ください。Adobe Creative Cloudについての詳細は、Creative Layerブログ
または Facebookをご覧ください。アドビ システムズ社はこのほど、さまざまなデバイス
を通じ、全く新しい方法で写真を閲覧、補正、共有する手段として、iPad、iPhone、iPod 
touch、Mac OS向けの Adobe Carousel ™アプリケーションを発表しており、新登場の
Adobe Touch Appsはこれに続くものとなります。  

価格と提供予定 
Adobe Touch Appsの 6つのアプリケーションは、クリエイティブプロフェッショナルを対
象とし、Android Market上で提供を開始しました。導入価格はそれぞれのアプリケーショ
ンごとに 9.99米ドルとなっています。Touch Appsは、大半の地域で英語版での提供となり
ます。Adobe Touch Appsの動作仕様は、OSが Android 3.1以降、画面サイズが 8.9インチ
以上、解像度が 1280× 800以上です。Adobe Ideasは現在、iTunes App Storeにて、5.99
米ドルで提供されています。Touch Appsの全製品の iOS版については、2012年早々の提供
開始を予定しています。Adobe Touch Appsは、同じく本日提供開始された Adobe Creative 
Cloudによるクリエイティブファイルの表示・共有・送信機能と連携します。アプリケーショ
ン、サービス、コミュニティなど、Adobe Creative Cloudの追加機能と、Adobe Creative 
Cloudの有料フルメンバーシップオプションに関する詳細は、2012年上半期の発表を予定
しています。

参考リンク
・カイル ランバートと Adobe Ideas：Adobe Ideasを使用した制作の様子をご覧いただくこ
とで、カイル ランバート（Kyle Lambert）の制作アプローチについて学び、インスピレーショ
ンを受けてください。<http://adobe.ly/thPmy6>

・ブライアン ヤップと Adobe Ideas：アーティストでクリエイティブディレクターのブライ
アン ヤップ（Brian Yap）は、Touchアプリケーション技術を新しい方法でいち早くデザイ
ンに取り入れることで、これまでの限界を打破しています。<http://adobe.ly/uoEqWX>

・Adobe Photoshop Touchの紹介：Adobe Photoshop Touchを使用し、タブレットから画
像を組み合わせたり、プロ級のエフェクトを適用したり、Facebookなどの SNS上で作品を
共有する方法などをご覧いただけます。<http://bit.ly/tNrwkC>

・Adobe Collageの紹介：Adobe Collageを使用し、アイデアのイメージ、図、スケッチ、
テキストなどを統合した、斬新なイメージボードをタブレット上で作成する方法をご覧いた
だけます。<http://bit.ly/slJQOL>

・Adobe Debutの紹介：Adobe Debutを使用し、タブレット上でクリエイティブデザイン
のプレゼンテーションを高い忠実度で行い、フィードバックを簡単に得る方法をご覧いただ
けます。<http://bit.ly/tkAlKt>

・Adobe Ideasの紹介：必要不可欠なデジタルスケッチパッドツールである Adobe Ideasに
よって、ベクトル、レイヤー、カラーテーマを使用してどこでもデザインを行い、最終的な
デザイン作品を完成させる方法をご覧いただけます。<http://bit.ly/rG0ENQ>
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・Adobe Kulerの紹介：デザイナー、アーティスト、デベロッパーや、趣味としてやってい
る方などが Adobe Kulerを使用して、調和の取れたカラーテーマを作成し、使い勝手に優
れたツールによってプロジェクトにインスピレーションをもたらす方法をご覧いただけま
す。<http://bit.ly/vefQgw>

・Adobe Protoの紹介：Adobe Protoを使用し、シンプルで便利なタッチジェスチャーによっ
て、ウェブサイトやモバイルアプリケーション向けの双方向ワイヤフレームとプロトタイプ
をタブレット上で開発する方法をご覧いただけます。<http://bit.ly/tmKmbF>

*インターネット接続が必要ですので、ご注意ください。Adobe Creative Cloudサービスを
含むアドビのオンラインサービスは、13歳以上のユーザーのみを対象としており、その使
用には追加の利用条件およびアドビのプライバシーポリシーに同意していただく必要があり
ます。アプリケーションおよびオンラインサービスは、国や言語によっては提供されていな
い場合や、ユーザー登録が必要な場合があり、予告なく変更または中止となることもありま
す。また、追加料金やサブスクリプション費用が適用される場合もあります。

アドビ システムズ社について
アドビ システムズ社は、世界を動かすデジタル体験を提供します。アドビ システムズ 株式
会社はその日本法人です。同社に関する詳細な情報は、Webサイトに掲載されています。

Adobe, the Adobe logo, Carousel, Creative Cloud, Creative Suite, Illustrator, Kuler and 
Photoshop are either registered trademarks or trademarks of Adobe Systems Incorporated 
in the United States and/or other countries. All other trademarks are the property of their 
respective owners.
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